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（ 1）基本目標を構成する考え方
 　まちづくりの主体となる『ひと』を育み、その『ひと』がつながり、快適で幸せを感じられる『まち』

を創り、そこに新たな『魅力』を生み出すことで甲府への誇りと愛着を醸成し、また『ひと』が集まり、

成長していく。

 　こうした『ひと』『まち』『魅力』が好循環するまちを甲府に関わる全ての人とともに創り上げ、誰もが

未来に夢や希望を持ち、幸せを感じられる甲府市の実現を目指します。

　　 基本目標8

※コラボレーション…
　人の連携・協働

※ウェルビーイング…
　幸せを感じられる環境

※シビックプライド…
　甲府への愛着

※ウェルビーイング…
　幸せを感じられる環境

幸せ実感
希望ある未来を
創り続けるまち

甲府

『ひと』を育む『ひと』を育む

『まち』を創る『まち』を創る

『魅力』
を磨く
『魅力』
を磨く
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（ 2）　都市像を実現するための 3つの基本目標
 　都市像を実現するため、基本目標を定め、まちづくりを進めていきます。

基本
目標 1

未来に輝く
『ひと』を育む

　　 　未来に希望が持てる持続可能な『まち』を創るためには、この地域を主体的に支え、未来に向かっ
て活躍していく『ひと』の存在が重要です。地域で育まれた『ひと』が、愛着を持って主体的にまち
づくりに関わりながら『まち』の『魅力』を磨き、その『魅力』が新たな『ひと』を惹きつけること
で、人口減少が進む中においても、地域全体の更なる成長へとつながる好循環を生み出します。

　　 　こうした考えのもと、子どもの健やかな成長に関わる環境整備や学校教育の充実をはじめ、生涯学
習、スポーツ、文化・芸術の振興などを通じて、多様な立場の人々が互いの生き方を尊重し合う人権
尊重の心や甲府への誇りと愛着を醸成するとともに、夢や希望を持ってそれぞれの舞台で自分らしく
活躍・成長し、ふるさと甲府を胸に、輝いていくことができる『ひと』を育みます。

　　 　また、年齢や性別、国籍、障がいの有無などに関わらず、つながりを大切にし、紡ぎ続けることに
より、地域みんなで『ひと』を育むとともに、地域コミュニティをはじめとする多様な主体との連携・
協働を推進し、共に支え合い、成長し合える環境を創ります。

基本
目標 2

安全・安心で快適な
『まち』を創る

　　 　地域で育まれた『ひと』のつながりが、市民の安全・安心で健やかな暮らしを守るとともに、快適
な『まち』を築く力となります。同時に、安全と快適さを併せ持つ『まち』は、『ひと』の成長と活
躍を支え、新たな『魅力』を生み出すために重要な社会の基盤となります。

　　 　こうした考えのもと、災害や犯罪、交通事故、感染症などから暮らしを守り、誰一人取り残すこと
なく安全・安心で幸せに暮らし続けることができる、強靱で持続可能な『まち』を創ります。

　　 　また、リニア中央新幹線の開業による様々な効果を最大限活かしていくとともに、社会インフラの
整備・更新や持続可能な公共交通体系の実現に向けた取組など、都市基盤の強化を進め、甲府に住ん
でみたい、住み続けたいと思えるような、快適で利便性の高い生活環境を整え、美しく豊かな自然環
境の保全や、次世代エネルギー等を活用した地球温暖化対策に取り組み、都市機能と自然が調和した
『まち』を創ります。

基本
目標 3

都市機能と自然が調和する
甲府の『魅力』を磨く

　　 　都市機能と自然が調和した安全・安心で快適な『まち』が、将来にわたって発展し続けていくため
には、『ひと』が集まりたいと感じる『魅力』を生み出し、活発な交流と賑わいを創出することが求
められます。500年以上の歴史を持つ甲府らしい『魅力』を高めることで市内外から多様な『ひと』
や産業を惹きつけ、地域への愛着を深め、『ひと』が輝き、『まち』に活力があふれる未来につなげて
いきます。

　　 　こうした考えのもと、自然・歴史・文化・地場産業といった豊かで特色ある地域資源の『魅力』を
磨き上げ、『ひと』を惹きつけることにより、幅広い産業の振興や雇用の創出を通じて地域の稼ぐ力
を高め、移住・定住者の増加や市街地の活性化、自然や景観の保全など、経済・社会・環境の統合的
な取組が更なる『魅力』と地域への愛着を生み出す持続可能な好循環を創ります。

　　 　また、自主的・自立的な自治体運営や戦略的なシティプロモーション、やまなし県央連携中枢都市
圏をはじめとする県都・甲府としてのリーダーシップを発揮した広域的な連携など、地域活力を向上
していくことにより『魅力』を磨き上げます。




